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今
年
（
２
０
２
４
年
）
4
月
、
人
口
戦
略

会
議
が
「
地
方
自
治
体
『
持
続
可
能
性
』
分

析
レ
ポ
ー
ト
」
を
公
表
し
た
。
そ
れ
は
、
10

年
前
の
い
わ
ゆ
る
「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」（
日

本
創
成
会
議
（
代
表
・
増
田
寛
也
氏
）、
２

０
１
４
年
5
月
）
と
重
な
り
、
強
い
既
視
感

が
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
同
レ
ポ
ー
ト
か

ら
「
地
方
消
滅
」
の
危
機
を
論
じ
る
大
合
唱

と
な
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
10
年
前
と
異
な
り
、
今
回
は
メ

デ
ィ
ア
の
冷
静
な
報
道
と
首
長
（
特
に
県
知

事
）
の
反
論
等
が
目
立
っ
て
い
る
。
新
し
い

レ
ポ
ー
ト
が「
二
匹
目
の
ド
ジ
ョ
ウ
」を
狙
っ

た
と
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
失
敗
し
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
気
に
な
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、「
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
は
と
も

か
く
、
こ
の
よ
う
に
人
口
減
少
の
危
機
意
識

を
住
民
に
与
え
る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
な

い
。
今
後
、
さ
ら
に
進
む
人
口
減
少
の
中
で

ま
す
ま
す
必
要
に
な
る
」
と
い
う
考
え
方
で

あ
る
。

増
田
氏
も
あ
る
対
談
で
次
の
よ
う
に
言

う
。「
10
年
前
に
『
消
滅
可
能
性
都
市
』
と

い
う
強
い
言
葉
で
表
現
し
た
こ
と
に
対
し
て

は
、
賛
否
が
あ
り
ま
し
た
。（
中
略
）
た
だ
、

関
心
を
呼
ん
だ
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
政
府

も
『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
地
方
創
生
担
当
大
臣

も
新
設
さ
れ
、
石
破
茂
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
し
、
地
方
創
生
の
掛
け
声
の
も
と
、
多

く
の
自
治
体
の
人
口
減
少
対
策
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。」（『
中
央
公
論
』
２
０
２
４
年
6

月
号
、宇
野
重
規
氏
と
の
対
談
）。こ
こ
に
は
、

危
機
意
識
を
煽
っ
て
、
事
態
を
動
か
そ
う
と

し
た
意
図
が
見
え
る
。

し
か
し
、そ
れ
は
正
し
い
対
応
だ
ろ
う
か
。

た
し
か
に
国
レ
ベ
ル
の
政
策
形
成
は
そ
う

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
域
に
暮
ら
す

人
々
が
、「
消
滅
、
消
滅
」
と
言
わ
れ
て
、

立
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
そ

う
は
思
わ
な
い
。
多
く
の
人
々
が
、
動
き
始

め
る
の
は
、
危
機
意
識
で
は
な
く
、
む
し
ろ

可
能
性
を
共
有
化
し
た
時
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
も
、
大
き
な
も
の
で
は
な
く
、
例

え
ば
「
あ
の
家
の
息
子
は
定
年
で
戻
っ
て
き

そ
う
だ
」
と
か
、「
あ
の
空
き
家
は
ま
だ
使

え
る
。
移
住
者
に
貸
せ
る
」
な
ど
と
い
う
小

さ
な
可
能
性
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
重
要
で

あ
る
。

イ
ソ
ッ
プ
童
話
の
喩
え
で
言
え
ば
、「
北

風
」
で
は
な
く
「
太
陽
」
路
線
で
小
さ
な
可

能
性
を
地
域
で
共
有
化
し
、
少
し
ず
つ
そ
れ

を
大
き
く
す
る
こ
と
が
地
域
再
生
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
逆
に
、
危
機
の
大
き
な
演
出

が
、
北
風
と
し
て
小
さ
な
可
能
性
を
吹
き
飛

ば
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。

そ
の
点
に
か
か
わ
り
、筆
者
は
10
年
前
の「
増

田
レ
ポ
ー
ト
」
の
後
に
、
本
欄
（
２
０
１
５
年

8
月
24
日
号
）
で
次
の
よ
う
な
議
論
を
し
て

い
る
。
厳
し
い
言
葉
で
あ
る
が
、
あ
え
て
繰

り
返
し
た
い
。「
自
治
体
に
問
わ
れ
て
い
る

の
が
、
増
田
レ
ポ
ー
ト
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、『
太
陽
』
の
役
割
を
日
常
的
に
果
た
し

て
い
る
の
か
否
か
で
あ
る
。 

自
治
体
が『
太

陽
』
で
な
く
な
っ
た
の
を
見
き
わ
め
て
、『
北

風
』
が
登
場
し
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
」。
今
回
も
こ
の
こ
と
を
共
有
化
し
た
い
。

「
北
風
か
ら
太
陽
へ
」
再
論

夏空の下、無邪気な笑顔（東京都御
み

蔵
くら

島
じま

村）
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中に浮かぶ御蔵島。波の激しい侵食に
よる切り立った崖に囲まれ、高さ
480mの黒崎高尾は日本一の絶壁を
誇る。島内には巨樹・巨木の群生地が
広がり、樹齢を重ねた巨木がそびえた
つ。周辺の海には 200 頭近い野生の
イルカが生息し「イルカと一緒に泳げ
る島」とされ、運が良ければ陸からも
群れのイルカを眺めることができる。
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農
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一
　
は
じ
め
に

一
　
は
じ
め
に

総
務
省
で
は
、
近
年
、
地
方
公
共
団
体

に
お
い
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
よ
る

長
期
休
務
者
が
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
度
に
地
方

公
務
員
災
害
補
償
基
金
及
び
一
般
財
団
法

人
地
方
公
務
員
安
全
衛
生
推
進
協
会
（
以

下
「
安
衛
協
」
と
い
う
。）
と
連
携
し
、「
総

合
的
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す
る

研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
以
降
、
継
続
し

て
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
研
究
会
で
は
、
令
和
４
年
度
に
地

方
公
共
団
体
が
地
域
の
多
様
な
実
情
に
応

じ
、
全
庁
的
な
取
組
体
制
で
、
計
画
的
に

継
続
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
予
防
段
階

別
の
多
岐
に
わ
た
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
応
じ

た
、
組
織
内
外
の
関
係
者
間
の
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
や
連
携
を
明
示
し
た
「
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
計
画
（
例
）」（
以

下
「
計
画
例
」
と
い
う
。）
を
作
成
し
ま

し
た
。

研
究
会
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
３
年
目
と

な
る
令
和
５
年
度
に
は
、
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す

る
更
な
る
実
態
把
握
と
計
画
策
定
支
援
を

テ
ー
マ
に
、
研
究
会
委
員
が
現
地
へ
赴
く

地
方
公
共
団
体
参
加
型
で
の
研
究
会
（
以

下
「
現
地
開
催
」
と
い
う
。）
を
秋
田
県
、

兵
庫
県
及
び
高
知
県
の
３
県
で
開
催
し
ま

し
た
。
現
地
開
催
で
は
、
県
内
か
ら
多
く

の
市
町
村
の
ご
担
当
者
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
取
組
状

況
や
計
画
的
か
つ
継
続
的
に
進
め
る
こ
と

へ
の
課
題
、
若
年
層
職
員
対
策
や
復
職
支

援
対
策
へ
の
課
題
等
に
つ
い
て
、
地
域
の

多
様
な
実
情
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
出
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
現
状
に
苦

慮
し
て
い
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
担
当

者
の
対
応
の
ヒ
ン

ト
と
な
る
よ
う
、

現
地
開
催
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
対
応

策
や
、
事
例
発
表

概
要
な
ど
の
先
進

的
事
例
を
と
り
ま

と
め
た
研
究
会
報

告
書
を
令
和
６
年

３
月
22
日
に
公
表

す
る
と
と
も
に
、

こ
の
研
究
会
報
告

書
を
踏
ま
え
、
同

日
付
け
で
地
方
公

共
団
体
に
対
し

て
、「
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の

更
な
る
推
進
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

（
通
知
）」を
発
出
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
会
報
告
書
は
、
総
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

適
宜
ご
参
照
願
い
ま
す
。

(h
ttp

s://w
w

w
.so

u
m

u
.g

o
.jp

/
m

a
in

_so
sik

i/jich
i_g

yo
u

sei/
koum

uin_seido/anzen_koum
u.

htm
l)
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

二二
　　��

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す

る
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

る
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

近
年
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
よ
る
休
務
者
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
安
衛
協
が
実
施
し
た
「
地

方
公
務
員
の
健
康
状
況
等
の
現
況
調
査
」

（
主
に
首
長
部
局
の
一
般
職
員
を
対
象
に

３
５
１
団
体
を
調
査
）
に
お
い
て
、
令
和

４
年
度
に
お
け
る
精
神
及
び
行
動
の
障
害

に
よ
る
長
期
病
休
者
率
（
10
万
人
率
）
の

推
移
は
、
前
年
か
ら
増
加
し
て
2
、

１
４
２
・
5
人
と
な
っ
て
お
り
、
10
年
前

（
平
成
24
年
度
）
の
約
1
・
8
倍
、
15
年

前
（
平
成
19
年
度
）
の
約
2
・
1
倍
と
な
っ

て
い
ま
す
（
図
１
）。
ま
た
、
長
期
病
休

者
の
職
員
に
対
す
る
割
合
は
最
も
多
い
町

村
と
最
も
少
な
い
町
村
で
31
倍
の
開
き
が

あ
り
、
町
村
間
で
も
状
況
に
差
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
（
図
２
）。 

三三
　　��

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す

る
計
画
等
の
必
要
性
に
つ
い
て

る
計
画
等
の
必
要
性
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
研
究
会
に
お
い
て
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
全
都
道
府
県
、
全

市
区
町
村
の
首
長
部
局
を
対
象
に
し
た
調

査
）
に
よ
る
と
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

に
よ
る
休
務
に
至
っ
た
主
な
理
由
と
し
て

「
職
場
の
対
人
関
係
（
上
司
、
同
僚
、
部

下
）」、「
業
務
内
容
（
困
難
事
案
）」、「
本

人
の
性
格
」（
図
３
）
な
ど
、職
員
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
不
調
の
理
由
に
対
応
す
る
た
め
、
予

防
か
ら
再
発
防
止
ま
で
の
各
段
階
で
、
人

事
部
局
の
職
員
や
管
理
監
督
者
と
、
職
場

内
外
の
医
師
・
保
健
ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
連

携
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
で
、
全
庁
的
な
取
組
体
制
を
確
保

し
、
総
合
的
に
取
り
組
む
た
め
、
計
画
等

の
策
定
を
検
討
す
る
な
ど
全
庁
的
・
計
画

的
に
継
続
し
た
取
組
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
点
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関

す
る
計
画
等
の
策
定
状
況
に
つ
い
て
、
総

務
省
が
令
和
４
年
度
研
究
会
に
お
い
て
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
全
都
道
府
県
、
全
市
区
町

村
の
首
長
部
局
を
対
象
に

し
た
調
査
）
で
は
、
策
定

済
団
体
は
全
体
で
21
・

2
％
と
な
っ
て
お
り
、
団

体
区
分
別
で
み
る
と
、
都

道
府
県
・
指
定
都
市
で
は

大
半
が
策
定
し
て
い
る
一

方
、
町
村
で
は
１
割
程
度

と
い
っ
た
状
況
で
し
た（
図

４

－

１
）。
ま
た
、
未
策
定

の
理
由
に
つ
い
て
、「
策
定

の
た
め
の
人
員
・
予
算
の

確
保
が
困
難
」
や
、「
盛
り

込
む
べ
き
内
容
が
分
か
ら

な
い
」、「
策
定
す
る
た
め

▲図２

▲図３
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の
手
順
が
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
す
る
地

方
公
共
団
体
も
一
定
数
確
認
で
き
る
な

ど
、
計
画
等
の
策
定
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
も
の
の
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
策

定
で
き
な
い
で
い
る
旨
の
回
答
が
多
数
確

認
で
き
ま
し
た
（
図
４

－

２
）。 

四四
　　��

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す

る
計
画
（
例
）

る
計
画
（
例
）

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年

度
研
究
会
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の

規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
主
的
に
計
画
等

を
策
定
し
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
効

果
的
な
実
施
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
計

画
例
を
と
り
ま
と
め
、
地
方
公
共
団
体
の

状
況
に
応
じ
て
、
使
い
分
け
で
き
る
よ
う

「
本
編
」「
別
冊
」「
簡
易
版
計
画
（
例
）」

の
３
パ
タ
ー
ン
を
掲
示
し
ま
し
た
。
こ
の

３
つ
の
計
画
例
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
編
集
可
能
な
形
で
公
表
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
適
宜
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
（
図
５
）。

こ
の
う
ち
、
小
規
模
団
体
で
も
計
画
を

簡
単
に
策
定
で
き
る
よ
う
に
と
の
趣
旨
で

作
成
し
た
「
簡
易
版
計
画
（
例
）」
が
、

特
に
町
村
に
お
い
て
参
考
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
簡
易
版
計
画
（
例
）」
は
、
一
次
予
防

（
心
の
健
康
の
保
持
増
進
と
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
不
調
の
未
然
防
止
）、二
次
予
防
（
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
早
期
発
見
・
早
期

対
応
）、
三
次
予
防
（
職
場
復
帰
・
再
発

防
止
）
に
お
け
る
予
防
段
階
別
の
４
つ
の

ケ
ア
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

に
お
い
て
、
職
員
個
人
が
各
々

で
取
り
組
む
「
セ
ル
フ
ケ
ア
」、

管
理
監
督
者
が
取
り
組
む
「
ラ

イ
ン
ケ
ア
」、
職
場
の
産
業
医
や

保
健
ス
タ
ッ
フ
が
取
り
組
む

「
職
場
内
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ

等
に
よ
る
ケ
ア
」、
職
場
外
の
専

門
医
等
に
よ
る
「
職
場
外
資
源

に
よ
る
ケ
ア
」）
が
一
枚
の
一
覧

表
で
整
理
さ
れ
て
お
り
、
ど
の

段
階
で
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が

必
要
な
の
か
が
一
目
で
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。「
簡

易
版
計
画
（
例
）」
は
上
述
し
た

よ
う
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

編
集
可
能
な
エ
ク
セ
ル
デ
ー
タ

と
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
地
方
公
共
団
体

の
実
情
に
あ
わ
せ
て
記
載
内
容

を
適
宜
編
集
し
つ
つ
、
表
題
の

▲図４-１、図４-２

▲図５
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「
団
体
名
」
を
自
ら
の
団
体
名
に
置
き
換

え
る
こ
と
で
簡
単
に
計
画
を
作
成
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
簡
易
版
計
画
（
例
）
に
は
、「
事

業
者
の
表
明
」
ま
で
は
記
載
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
全
庁
的
・
継
続
的

な
取
組
と
し
て
、
首
長
や
管
理
監
督
者
等

に
そ
の
重
要
性
を
意
識
づ
け
る
た
め
に

は
、
事
業
者
で
あ
る
「
首
長
」
が
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
旨

を
計
画
等
に
お
い
て
「
表
明
」
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
た
め
、
こ
の
点
ご
留
意
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
計
画

は
任
意
で
作
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
自
体
が
目
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
職
員
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
に
陥
っ
た
際
に
、
迅
速
か
つ
公
正
・
公

平
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
、
安
心
し
て
働

け
る
（
復
職
で
き
る
）
職
場
づ
く
り
を
す

る
た
め
に
も
、計
画
の
策
定
等
を
通
じ
て
、

現
状
把
握
と
計
画
的
・
継
続
的
な
対
応
を

行
う
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

五
　
お
わ
り
に

五
　
お
わ
り
に

行
政
課
題
が
複
雑
・
多
様
化
す
る
一
方

で
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
な

ど
、
地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻
く
状
況
が

大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
行
政
課
題
に
的

確
に
対
応
し
、
住
民
の
要
望
に
応
え
て
い

く
た
め
に
は
、
地
方
公
共
団
体
の
職
員
一

人
ひ
と
り
が
心
身
共
に
健
康
で
、
そ
の
能

力
を
十
分
発
揮
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

職
員
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
い
た

る
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
そ
の
対
策

は
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
組
織
の

ト
ッ
プ
で
あ
る
知
事
・
市
町
村
長
等
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
人
事
担
当
部

局
の
み
な
ら
ず
各
部
局
、
職
場
内
外
の
医

師
、
保
健
ス
タ
ッ
フ
等
が
連
携
し
た
全
庁

的
な
体
制
を
確
保
し
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
調
の
予
防
か
ら
再
発
防
止
ま
で
の
各
段

階
に
応
じ
て
、
計
画
的
か
つ
継
続
的
に
対

応
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
組
織
内
外
の
関
係
者
間
の
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
や
連
携
を
体
系
立
て
て
示
し
た
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
計
画
の
自

主
的
な
策
定
等
を
通
じ
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
を
着
実
に
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
現
地
開
催
で
は
、
特
に

小
規
模
団
体
単
体
で
の
取
組
が
厳
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
り
、
周
囲

に
専
門
知
識
を
有
す
る
相
談
先
が
な
く
、

担
当
職
員
だ
け
で
は
対
応
に
限
界
が
あ
る

と
い
っ
た
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

近
隣
で
活
用
で
き
る
外
部
資
源
や
専
門
家

の
情
報
を
入
手
し
た
り
、
近
隣
の
団
体
が

ど
の
よ
う
な
手
法
を
取
っ
て
い
る
か
を
確

認
し
た
り
す
る
な
ど
、
参
加
団
体
同
士
で

の
情
報
共
有
の
場
と
し
て
意
見
交
換
が
で

き
ま
し
た
。
現
地
開
催
の
事
後
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
み
て
も
、
他
団
体
や
委
員
の
意

見
が
聞
け
て
参
考
に
な
っ
た
と
の
回
答
が

約
95
％
で
あ
り
、
一
定
の
効
果
が
得
ら
れ

た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
の
た
め
、

令
和
６
年
度
も
引
き
続
き
、
現
地
開
催
を

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
情
報
共

有
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

総
務
省
が
関
係
団
体
と
連
携
し
実
施
し

て
き
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す
る

研
究
会
の
こ
れ
ま
で
の
報
告
書
は
、
総
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、各
地
方
公
共
団
体
に
お
か
れ
て
は
、

研
究
会
報
告
書
を
参
考
と
し
て
い
た
だ

き
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
更
な
る
推

進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

 

お
問
合
せ
先

総
務
省
自
治
行
政
局
公
務
員
部

安
全
厚
生
推
進
室

担
当
：
出
口　

晴
貴

電
話
： 
０
３-
５
２
５
３-

５
５
６
０（
直
通
）

メ
ー
ル
： anzenkousei01@

soum
u.go.jp

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

SJ23-05507（2023.8.1作成）

政　策
第3291号5　2024年（令和 6年） 8月26日 町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

3291 p02-05 政策_メンタルヘルス対策.indd   53291 p02-05 政策_メンタルヘルス対策.indd   5 2024/08/26   15:21:032024/08/26   15:21:03

mailto:anzenkousei01@soumu.go.jp


１
．
十
島
村
の
概
要

十
島
村
は
、
鹿
児
島
県
本
土
か
ら
南
南
西

方
向
へ
と
延
び
る
南
西
諸
島
に
位
置
し
て
お

り
、
７
つ
の
有
人
島
と
５
つ
の
無
人
島
を
有

す
る
南
北
約
１
６
０
㎞
に
連
な
る
長
い
行
政

区
は
、
ト
カ
ラ
列
島
の
呼
称
で
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

面
積
は
、
１
０
１
・
14
㎢
で
、
近
年
の
人

口
は
７
百
人
弱
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

位
置
的
に
ヤ
マ
ト
文
化
と
琉
球
文
化
の
接

点
と
さ
れ
、
平
成
30
年
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
仮
面
神
「
悪
石
島
の

ボ
ゼ
」
や
４
０
０
年
以
上
口
伝
で
伝
え
ら
れ

た
口
之
島
の
「
狂
言
」
な
ど
、
独
特
の
催
事

や
伝
統
文
化
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
悪
石
島
と
小
宝
島
の
間
に
は
「
渡

瀬
線
」
と
い
う
生
物
分
布
の
境
界
も
あ
り
、

鹿
児
島
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
タ
モ
ト
ユ
リ
」
や
「
ト
カ
ラ
ウ
マ
」、

国
の
天
然
記
念
物
の
「
ア
カ
ヒ
ゲ
」
な
ど
貴

重
な
固
有
種
の
宝
庫
で
す
。

２
．
ト
カ
ラ
列
島
の
魅
力
と
観
光

十
島
村
の
島
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
特
の
特

徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
美
し
い
海
は
も
ち
ろ

▲悪石島のボゼ

▲平島　東之浜 とフェリーとしま２

鹿児島県

十島村

十と

島し
ま

村む
ら

鹿
児
島
県

住
み
慣
れ
た
島
で
、
い
つ
ま
で
も

　
　
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
村
づ
く
り
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ん
、
今
も
噴
煙
を
上
げ
て
い
る
活
火
山
も
あ

り
、
数
々
の
秘
湯
や
、
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ

た
離
島
だ
か
ら
こ
そ
見
る
こ
と
が
で
き
る
満

天
の
星
空
も
あ
り
ま
す
。

十
島
村
へ
は
村
営
船
の
「
フ
ェ
リ
ー
と
し

ま
２
」
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
フ
ェ

リ
ー
は
通
常
週
２
便
し
か
運
航
さ
れ
て
お
ら

ず
、
一
度
に
す
べ
て
の
島
を
巡
る
の
が
難
し

い
こ
と
か
ら
、
村
で
は
ツ
ア
ー
や
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
ト
カ
ラ
列
島
島
め
ぐ
り
マ
ラ
ソ
ン
大
会

そ
の
１
つ
が
、
７
つ
の
島
を
１
日
で
駆
け

抜
け
る
「
ト
カ
ラ
列
島
島
め
ぐ
り
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」で
す
。ト
カ
ラ
列
島
の
す
べ
て
の
島
々

を
一
度
で
巡
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
毎
年
多

く
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
る
人
気

の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
が
、
フ
ェ
リ
ー
の
定

員
の
関
係
で
参
加
で
き
る
の
は
１
４
０
名
に

制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
毎
年
抽
選

と
な
っ
て
い
ま
す
。

金
曜
日
の
夜
に
出
港
し
た
フ
ェ
リ
ー
が
最

初
の
島
に
到
着
し
、
大
会
が
ス
タ
ー
ト
す
る

の
が
土
曜
日
の
朝
６
時
。
島
内
を
走
っ
て
は

フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
移
動
す
る
と
い
う
の
を

７
回
繰
り
返
し
、
最
後
の
宝
島
で
ゴ
ー
ル
す

る
の
が
夕
方
の
６
時
頃
で
す
。
合
計
で
25
㎞

と
聞
く
と
過
酷
な
大
会
の
よ
う
に
感
じ
ま
す

が
、
１
つ
の
島
の
コ
ー
ス
は
３
㎞
前
後
で
、

島
間
を
移
動
す
る
１
時
間
ほ
ど
の
間
は
船
内

で
横
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
走
力
に
自

信
が
な
い
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
早
朝

か
ら
夕
方
ま
で
走
り
続
け
な
い
と
い
け
な
い

た
め
、
体
力
勝
負
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ゴ
ー
ル
後
は
フ
ェ
リ
ー
が
停
泊
す
る
宝
島

の
港
で
、
島
の
ご
ち
そ
う
が
振
る
舞
わ
れ
る

交
流
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
開
放
的
な
夜
空

の
下
で
、
ラ
ン
ナ
ー
同
士
が
自
然
と
仲
良
く

な
れ
る
こ
と
が
、
ト
カ
ラ
マ
ラ
ソ
ン
が
人
気

と
な
っ
て
い
る
理
由
の
１
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
７
島
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

マ
ラ
ソ
ン
の
ほ
か
に
も
う
１
つ
、
ト
カ
ラ

列
島
の
全
島
を
一
度
に
巡
る
こ
と
が
で
き
る

と
好
評
な
の
が「
７
島
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
」で
す
。

１
つ
の
島
で
の
滞
在
は
２
時
間
前
後
に
な

り
ま
す
が
、
各
島
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
一
通

り
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン

と
違
い
自
動
車
に
乗
っ
て
移
動
で
き
る
た

め
、
こ
ち
ら
も
毎
回
抽
選
と
な
る
ほ
ど
の
人

気
の
ツ
ア
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲マラソン大会▲宝島　大籠海水浴場

▲諏訪之瀬島　根上岳と御岳を望む▲小宝島と朝日

▲口之島　平瀬海水浴場▲中之島　トカラウマ
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こ
の
ほ
か
に
も
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
「
来
訪
神
：
仮
面
・
仮
装
の
神
々
」
の
１

つ
で
あ
り
、
旧
暦
の
盆
に
悪
石
島
に
現
れ
る

仮
面
神
ボ
ゼ
を
見
に
行
く
ツ
ア
ー
も
人
気

で
、
毎
回
抽
選
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
最
後
の
秘
境
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
の

ト
カ
ラ
列
島
で
す
が
、
島
内
に
は
光
フ
ァ
イ

バ
ー
に
よ
る
通
信
網
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、

本
土
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
通
信
環
境
が
利

用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
移
住
体
験
施
設
を
利

用
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
の
滞
在
も
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
釣
り
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を

し
な
が
ら
、
島
の
秘
湯
で
癒
さ
れ
る
、
手
つ

か
ず
の
大
自
然
が
残
る
ト
カ
ラ
列
島
な
ら
で

は
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

３
．�

十
島
村
食
生
活
改
善
推
進
員
連

絡
協
議
会
の
食
育
の
取
組

有
人
島
が
点
在
す
る
十
島
村
で
は
、
村
民

の
願
い
で
あ
る
「
住
み
慣
れ
た
島
で
い
つ
ま

で
も
暮
ら
す
」
を
支
え
て
い
く
た
め
、
豊
か

な
自
然
の
め
ぐ
み
や
風
土
が
育
ん
だ
独
自
の

食
文
化
、
住
民
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
、
食

と
健
康
の
面
か
ら
住
民
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取

組
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
十
島
村
食
生
活
改
善
推
進
員

連
絡
協
議
会
は
、
住
民
の
食
と
健
康
を
支
え

る
活
動
を
行
う
た
め
、平
成
16
年
に
発
足
し
、

現
在
19
人
の
推
進
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

中
学
卒
業
と
同
時
に
島
を
離
れ
る
子
ど
も

た
ち
の
自
立
に
向
け
た
食
育
活
動
、
高
齢
者

の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
見
守
り
を
兼
ね
る
食

の
支
援
、
飲
食
店
が
な
い
島
で
食
を
通
じ
た

交
流
に
よ
り
健
康
を
増
進
す
る
食
改
さ
ん
の

健
康
食
堂
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
備
え
た

災
害
時
の
食
事
づ
く
り
な
ど
、
本
村
が
抱
え

る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
重
要
な
取
組
の

中
心
を
担
っ
て
い
ま
す
。

◆�

中
之
島
の
食
育
「
サ
ネ
ン
葉
お
弁
当
づ
く

り
」（
十
島
村
食
生
活
改
善
推
進
員
1
期

生
　
中
之
島
・
若
松
蘭
子
さ
ん
手
記
）

十
島
村
食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動
は
、

食
材
を
一
か
ら
自
分
達
で
調
達
し
食
に
生
か

す
と
い
う
ま
さ
に
「
食
育
」
の
も
と
と
な
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
お
弁
当
を
作
る

際
の
食
材
集
め
や
、
島
な
ら
で
は
の
お
弁
当

づ
く
り
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
「
大
名
竹
の
子
」
に
つ
い
て
で
す
。

毎
年
５
月
に
な
る
と
七
つ
の
島
を
定
期
船
が

順
々
に
回
る
住
民
検
診
の
ス
タ
ッ
フ
に
お
弁

当
を
作
り
ま
す
。
こ
の
た
め
の
食
材
集
め
に

皆
で
山
に
行
き
ま
す
。
鍬
で
掘
る
一
般
の
筍

と
は
違
い
、手
で
ポ
キ
ッ
ポ
キ
ッ
と
と
る「
大

名
竹
の
子
」
を
採
る
の
で
す
。
一
斉
に
丈
夫

な
袋
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ね
ら
い
所
に

入
っ
て
い
き
ま
す
。
竹
の
子
は
季
節
に
正
直

で
、
そ
の
時
期
に
な
る
と
出
て
く
る
の
で
、

と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
で
も
、
た
く
さ

ん
採
ろ
う
と
欲
を
出
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

奥
深
く
山
に
入
る
と
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。
あ
る
程
度
採
れ
た
ら
「
道
」
と

呼
ば
れ
る
所
に
ド
サ
ッ
と
こ
ぼ
し
ま
す
。「
剥

き
役
」
と
呼
ば
れ
る
人
が
皮
を
ど
ん
ど
ん
剥

い
て
い
き
ま
す
。
な
ぜ
山
の
中
で
剥
く
か
と

い
う
と
皮
つ
き
だ
と
重
く
、
運
べ
る
量
も
少

な
く
な
る
か
ら
で
す
。
採
る
の
に
夢
中
に

な
っ
て
い
て
も
、
時
々
ど
こ
に
い
る
の
か
声

を
か
け
合
い
、
皆
の
無
事
を
確
か
め
合
い
ま

す
。
採
れ
た
竹
の
子
は
「
し
た
み
」
と
呼
ば

れ
る
背
中
に
背
負
う
竹
籠
に
入
れ
、
車
の
あ

る
所
ま
で
運
び
ま
す
。
山
を
下
り
る
途
中
も

無
駄
に
は
し
ま
せ
ん
。
土
手
に
生
え
て
い
る

目
に
つ
い
た
ツ
ワ
ぶ
き
や
タ
ラ
の
芽
も
同
時

に
収
穫
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
下
処
理

す
る
た
め
に
調
理
室
に
持
ち
込
み
ま
す
。
ま

ず
採
れ
た
て
の
「
大
名
竹
の
子
」
を
洗
っ
て

茹
で
、
熱
々
の
も
の
を
冷
ま
す
間
に
よ
う
や

く
休
憩
で
き
ま
す
。こ
う
し
て
島
の
食
材「
大

名
竹
」
採
り
の
1
日
が
終
わ
り
ま
す
。

▲中之島食生活改善推進員

▲調理風景

▲大名竹の子収穫風景

▲サネン葉弁当作成中

▲

収
穫
後
の
大
名
竹
の
子
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次
に
「
タ
カ
ニ
シ
貝
」
に
つ
い
て
で
す
。

旧
暦
３
月
節
句
の
大
潮
の
頃
、
海
が
干
潮

に
な
り
ま
す
。
竹
籠
を
背
中
に
背
負
っ
て

滑
り
や
す
い
潮
が
引
い
た
珊
瑚
礁
の
上
を

「
タ
カ
ニ
シ
貝
」
を
探
し
て
歩
い
て
い
き
、

潮
風
に
吹
か
れ
て
ベ
タ
ベ
タ
に
な
り
な
が
ら

石
こ
ろ
だ
ら
け
の
海
岸
端
を
登
り
車
ま
で
運

び
ま
す
。

次
に
「
サ
ネ
ン
葉
弁
当
」
の
話
に
う
つ
り

ま
す
。
中
之
島
で
は
島
に
生
え
て
い
る
「
サ

ネ
ン
葉
」
と
呼
ば
れ
る
葉
を
十
文
字
に
２
枚

組
み
合
わ
せ
、
そ
の
真
ん
中
に
お
弁
当
を
置

き
、包
ん
で
紐
で
し
ば
る
弁
当
を
作
り
ま
す
。

そ
し
て
一
番
上
に
サ
ネ
ン
葉
の
花
の
写
真
を

載
せ
ま
す
。
こ
の
サ
ネ
ン
葉
で
す
が
、
お
弁

当
を
作
る
1
日
前
に
収
穫
し
な
い
と
鮮
度
が

保
て
ず
、
ま
た
大
き
な
葉
が
使
い
や
す
い
た

め
選
ぶ
の
も
必
死
で
す
。
大
き
な
葉
を
見
つ

け
て
も
少
し
破
れ
て
い
た
り
、
茶
色
く
な
っ

て
い
た
り
で
葉
の
選
別
に
も
注
意
し
ま
す
。

収
穫
し
た
後
も
洗
う
時
も
気
を
つ
け
て
洗
わ

な
い
と
裂
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
バ
ケ
ツ
の
中
に
選
ば
れ
た
サ
ネ
ン

葉
が
並
び
準
備
が
整
い
ま
す
。
そ
し
て
あ
く

る
日
の
夜
明
け
前
か
ら
調
理
が
始
ま
り
、
夜

が
明
け
る
頃
の
出
来
上
が
り
を
目
指
し
ま

す
。
最
終
段
階
、
こ
こ
で
サ
ネ
ン
葉
の
登
場

で
す
。
綺
麗
に
拭
い
た
サ
ネ
ン
葉
を
十
文
字

に
組
み
合
わ
せ
、
包
ん
で
い
き
ま
す
。
多
く

て
２
０
０
食
ほ
ど
を
６
人
で
作
り
ま
す
。
お

弁
当
を
入
れ
た
箱
が
う
ま
り
な
が
ら
、
最
後

の
1
個
が
出
来
上
が
る
と
「
バ
ン
ザ
ー
イ
」

と
皆
で
喜
び
ま
す
。
緑
色
の
葉
っ
ぱ
の
お
弁

当
、
現
代
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
お
弁
当
が

多
い
中
、
エ
コ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
サ
ネ

ン
葉
お
弁
当
、
そ
れ
は
私
た
ち
十
島
村
の
食

生
活
改
善
推
進
員
の
幼
い
頃
よ
り
め
ざ
し
て

い
る
地
元
の
食
材
に
ふ
れ
て
生
活
し
て
い
こ

う
と
い
う
食
育
の
思
い
で
で
き
た
お
弁
当
で

す
。

４
．
お
わ
り
に

現
在
の
十
島
村
（
と
し
ま
む
ら
）
は
、
令

和
４
年
２
月
に
日
本
復
帰
及
び
村
制
施
行
70

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
明
治
41
年
に
島
嶼
町

村
制
が
施
行
さ
れ
、
同
年
4
月
1
日
に
口
之

島
・
中
之
島
・
臥
蛇
島
・
平
島
・
諏
訪
之
瀬

島
・
悪
石
島
・
宝
島
（
小
宝
島
を
含
む
）・

硫
黄
島
・
竹
島
・
黒
島
を
行
政
区
域
と
す
る

「
十
島
村
（
じ
っ
と
う
そ
ん
）」
が
発
足
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
大
正
9
年
に
本
土
並
み
市

町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
村
長
と
議
会
議
員
の

選
挙
が
初
め
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

終
戦
直
後
の
昭
和
21
年
に
連
合
国
軍
総
司

令
部
の
命
に
よ
り
、北
緯
30
度
で
上
三
島（
硫

黄
島
・
竹
島
・
黒
島
）
と
分
離
さ
れ
軍
政
下

に
置
か
れ
ま
し
た
。
昭
和
26
年
ま
で
軍
政
下

に
よ
る
政
治
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

同
年
本
土
復
帰
運
動
が
起
こ
り
、
十
島
村
か

ら
も
１
、
９
７
０
人
が
署
名
し
ま
し
た
。
翌

年
昭
和
27
年
2
月
4
日
に
本
土
復
帰
し
、
同

年
2
月
10
日
か
ら
口
之
島
・
中
之
島
・
臥
蛇

島
・
平
島
・
諏
訪
之
瀬
島
・
悪
石
島
・
宝
島

（
小
宝
島
を
含
む
）
を
行
政
区
域
と
す
る
「
十

島
村
（
と
し
ま
む
ら
）」
と
し
て
発
足
し
て

い
ま
す
。
本
土
復
帰
後
、
島
々
の
生
活
や
経

済
・
産
業
は
本
土
と
の
関
わ
り
が
増
し
て
い

き
、
昭
和
31
年
4
月
に
役
場
庁
舎
を
鹿
児
島

市
に
移
転
し
ま
し
た
。
現
在
も
行
政
区
域
外

で
あ
る
鹿
児
島
市
に
本
庁
舎
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
45
年
に
な
る
と
高
度
成
長
に
よ
る
若

者
流
出
が
続
き
、
最
盛
期
に
は
40
世
帯
、
１

８
８
人
以
上
が
い
た
臥
蛇
島
も
、
最
後
ま
で

残
っ
た
４
世
帯
16
人
が
島
を
離
れ
た
こ
と
で

無
人
島
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
村
の
人

口
は
減
少
を
続
け
、
平
成
23
年
に
は
約
６
０

０
名
と
な
り
ま
し
た
が
、
移
住
対
策
が
奏
功

し
、
令
和
６
年
２
月
末
時
点
で
人
口
は
６
６

６
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
村
が
存
続
、
発
展
し
て
い
く
た
め

に
各
分
野
で
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
分
野
で
は
、
平
成
27
年
以
降
、
子
育

て
拠
点
施
設
や
多
世
代
交
流
施
設
を
開
所

し
、
教
育
分
野
で
は
平
成
29
年
に
平
島
、
令

和
２
年
に
諏
訪
之
瀬
島
、
令
和
4
年
に
悪
石

島
山
海
留
学
生
寮
が
整
備
さ
れ
、
毎
年
約
50

名
の
山
海
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

現
在
も
新
た
な
寮
を
建
設
中
で
す
。

情
報
通
信
の
面
で
は
、
平
成
30
年
か
ら
令

和
３
年
度
に
か
け
て
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
、
島

内
光
ケ
ー
ブ
ル
を
整
備
し
、
高
速
か
つ
安
定

し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
る
環
境
に
な
り
ま
し
た
。

交
通
の
面
で
は
、
令
和
４
年
10
月
に
鹿
児

島

－

諏
訪
之
瀬
島
間
の
航
空
路
線
の
運
行

が
開
始
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
主
流
だ
っ
た
村
営

定
期
船
や
高
速
観
光
船
と
い
っ
た
船
以
外
の

交
通
手
段
も
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

「
住
み
慣
れ
た
島
で
、
い
つ
ま
で
も
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
村
づ
く
り
」
の
実
現
を
め

ざ
し
、
こ
れ
か
ら
も
人
口
増
加
、
生
活
の
質

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

�

鹿
児
島
県
十
島
村　

総
務
課

▲サネン葉弁当
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こ
む
ぎ
っ
ち

こ
む
ぎ
っ
ち

町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、東ブロック（北海道・東北・関東）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
佐
井
村
の
P
R
や
子
ど
も
た
ち
の
応
援
等

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
目
的
と
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
、
村
の
小
中
学
生
に
デ
ザ
イ
ン

を
募
集
し
、
優
秀
作
品
を
ベ
ー
ス
に
し
て
作

ら
れ
た
の
が
「
雲
丹
（
う
ん
た
ん
）」
で
す
。

顔
と
肌
の
色
は
村
特
産
品
の
「
ウ
ニ
」、
ベ
ル

ト
は
村
の
鳥
「
ミ
サ
ゴ
」、
夕
陽
色
の
ズ
ボ
ン

を
履
き
、「
仏
ヶ
浦
ま
つ
り
」
で
身
に
つ
け
る

数
珠
を
首
飾
り
に
し
て
い
ま
す
。
名
前
は
、「
ウ

ニ
」
を
漢
字
で
書
い
た
「
雲
丹
」
の
読
み
方

を
変
え
た
も
の
で
す
。
2
0
1
3
年
4
月
に
、

佐
井
漁
港
で
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
村
内

の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
す
る
ほ
か
、

方
言
を
活
か
し
、
語
尾
に
『
…
だ
の
～
』
と

つ
け
る
話
し
言
葉
で
、
ウ
ニ
等
の
海
産
物
や

佐
井
村
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
、
そ
し
て
人
気
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
「
仏
ヶ
浦
」
を
は
じ
め
と
し

た
佐
井
村
の
魅
力
に
つ
い
て
、
S
N
S
等
で

発
信
し
て
い
ま
す
。

　「
こ
む
ぎ
っ
ち
」
は
、
町
制
施
行
40
周
年
を

記
念
し
、
上
里
町
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
公
募
を
実

施
し
、
全
国
か
ら
の
応
募
総
数
6
3
7
点
の

中
か
ら
誕
生
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
す
。
豊
か
に
実
っ
た
町
特
産
品
の
「
種

子
小
麦
」
の
髪
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
で
、
小

麦
の
粒
に
は
夢
と
幸
せ
が
つ
ま
っ
て
い
る
の

だ
と
か
。
黄
色
い
長
靴
を
履
き
、
緑
の
オ
ー

バ
ー
オ
ー
ル
に
つ
け
た
ベ
ル
ト
の
バ
ッ
ク
ル

は
町
章
に
な
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名

は
、
町
内
の
小
中
学
校
へ
募
っ
て
決
定
し
、

2
0
1
1
年
11
月
3
日
に
開
催
さ
れ
た
町
制

施
行
40
周
年
記
念
式
典
で
お
披
露
目
さ
れ
ま

し
た
。
上
里
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
名
前
が

使
わ
れ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ッ
ズ
が
販
売

さ
れ
て
い
た
り
と
、大
人
気
の「
こ
む
ぎ
っ
ち
」。

こ
れ
か
ら
も
、
上
里
町
の
P
R
の
た
め
に
活
動

を
続
け
ま
す
。

2月16日生まれの男の子。年齢は恥ずかしいの
でナイショ。明るく元気で、誰とでも仲良くな
れる。相撲が得意で、イベントで子どもたちと
遊ぶのが大好き。海藻は好きだが、ヒトデは嫌
い。村内では、特に「仏ヶ浦」が大好き。

11
月
3
日
生
ま
れ
。
太
陽
の
よ
う
に
明
る
く
て
、
好
奇
心
い
っ
ぱ

い
。
す
ぐ
に
誰
と
で
も
仲
良
く
な
れ
る
。
好
き
な
食
べ
も
の
は「
う

ど
ん
」。
趣
味
は
、
小
麦
粉
を
使
っ
た
新
し
い
料
理
を
研
究
す
る

こ
と
。
好
き
な
言
葉
は
「
夢
は
必
ず
か
な
う
！
」。

2014年9月23年生まれ。弟の「ひなぼー」と
いつも一緒にいる。ダンスが得意で、「鶴居村
応援ソング」の動画ではかわいいダンスを披
露している。鶴居村の物産展があれば、全国
どこへでも飛んでいく。

　
鶴
居
村
の
魅
力
を
発
信
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
成
す
る
た
め
、
2
0
1
3

年
11
月
に
デ
ザ
イ
ン
と
名
前
を
公
募
し
ま
し

た
。
全
国
各
地
か
ら
2
6
2
点
も
の
応
募
が

あ
り
、
選
考
会
で
厳
選
し
た
5
作
品
を
対
象

に
鶴
居
村
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
村
民

総
選
挙
を
実
施
し
、
最
優
秀
に
輝
い
た
の
が

「
つ
る
ぼ
ー
」
で
す
。「
丹
頂
鶴
」
を
モ
チ
ー

フ
と
し
て
お
り
、
ま
ぁ
る
い
体
型
は
、
釧
路

湿
原
で
見
ら
れ
る
「
ヤ
チ
ボ
ウ
ズ
」
を
模
し

て
い
ま
す
。
い
つ
も
く
っ
つ
い
て
い
る
弟
の

「
ひ
な
ぼ
ー
」
は
「
丹
頂
鶴
」
の
ひ
な
で
す
。

2
0
1
4
年
2
月
9
日
に
誕
生
し
、
同
年
9

月
の
「
鶴
居
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
で
お
披

露
目
さ
れ
ま
し
た
。
村
の
特
産
品
等
を
扱
う

「
つ
る
ぼ
ー
の
家
」
で
は
、数
々
の
「
つ
る
ぼ
ー

グ
ッ
ズ
」
が
販
売
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
テ
ー

マ
ソ
ン
グ「
つ
る
ぼ
ー
物
語
」が
作
ら
れ
る
等
、

村
民
に
大
人
気
の
「
つ
る
ぼ
ー
」
で
す
。

雲雲
丹丹
（
う
ん
た
ん
）

（
う
ん
た
ん
）
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平
成
18
年
２
月
に
３
町
村
が
合
併
し
て

18
年
が
経
過
し
、
前
回
こ
ち
ら
に
寄
稿
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
平
成
21
年
度
で
す

の
で
、
そ
こ
か
ら
数
え
ま
し
て
も
15
年
が

経
過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

少
し
町
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
と
、
現
在

の
人
口
は
１
７
、
８
０
０
人
、
町
名
の
由

来
に
も
な
り
ま
す
曹
洞
宗
大
本
山
を
抱
く

歴
史
を
間
近
に
感
じ
ら
れ
る
町
な
が
ら

も
、
福
井
大
学
医
学
部
と
福
井
県
立
大
学

も
立
地
し
て
い
る
学
園
都
市
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、県
都
福
井
市
の
隣
に
位
置
し
、

北
陸
自
動
車
道
と
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の

交
差
地
点
で
も
あ
る
県
内
交
通
の
要
衝
で

あ
り
な
が
ら
、
町
内
中
央
に
は
県
内
最
大

の
河
川
で
あ
る
九
頭
竜
川
も
流
れ
、
住
宅

街
か
ら
少
し
離
れ
ま
す
と
里
山
や
田
園
風

景
な
ど
美
し
い
自
然
環
境
が
広
が
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
顔
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
町
と

思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
３
月
16
日
の
新
幹
線
福
井
開
業

か
ら
５
ヵ
月
が
経
過
し
、
町
へ
の
観
光
入

込
客
数
は
大
本
山
永
平
寺
を
中
心
に
順
調

で
、
特
に
外
国
人
観
光
入
込
客
数
は
既
に

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
戻
す
な
ど
堅
調
に

推
移
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
開
業
効
果

を
持
続
で
き
る
よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
観
光

マ
ッ
プ
整
備
な
ど
多
様
な
観
光
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
等
さ
ら
な
る
環
境
整
備
の
充
実
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
金
沢
国
税
局
酒
類

鑑
評
会
で
は
、
福
井
税
務
署
管
内
で
町
内

３
つ
の
酒
蔵
が
受
賞
を
独
占
し
ま
し
た
。

今
回
の
酒
造
期
は
猛
暑
・
暖
冬
の
影
響
も

あ
り
、
酒
米
の
品
質
が
懸
念
さ
れ
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
製
造
管
理
に

は
例
年
以
上
に
ご
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と

拝
察
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
発
な

取
組
を
進
め
る
地
元
酒
蔵
を
核
と
し
た
永

平
寺
テ
ロ
ワ
ー
ル
を
推
進
す
る
た
め
、
酒

米
の
生
産
技
術
向
上
に
よ
る
高
品
質
化
・

ブ
ラ
ン
ド
化
を
地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に

進
め
、
農
村
の
地
域
活
性
化
に
も
寄
与
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

人
の
交
流
が
広
が
り
、
町
の
賑
わ
い
が
増

す
の
は
実
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
、
先
ほ
ど

申
し
上
げ
ま
し
た
人
口
減
少
が
進
む
な
か

で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
必
要
不
可

欠
な
要
素
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
分
野
以
外
に
も
、
町
内
で
行

わ
れ
て
い
る
国
内
初
の
レ
ベ
ル
４
自
動
運

転
の
新
た
な
取
組
と
し
て
、
事
業
採
算
性

の
あ
る
運
行
モ
デ
ル
構
築
を
関
係
者
の
皆

さ
ま
と
検
討
し
て
い
ま
す
。
国
土
交
通
省

所
管
の「
自
動
運
転
社
会
実
装
推
進
事
業
」

の
採
択
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
自
動
運
転

車
内
で
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
楽
し
め
る
新

し
い
移
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
実
証
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
る
と
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

交
通
に
関
連
し
て
、
病
院
や
買
い
物
に

向
か
う
に
も
地
方
で
は
車
を
使
わ
な
い
と

移
動
に
困
難
な
距
離
の
場
合
も
多
く
、
社

会
全
体
が
高
齢
化
す
る
の
に
伴
い
、
自
家

用
車
に
よ
る
移
動
を
主
と
し
て
い
た
住
民

の
方
々
が
免
許
返
納
に
よ
り
思
う
よ
う
に

動
け
な
く
な
り
、
新
た
な
行
政
ニ
ー
ズ
が

生
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
課
題
に
対
し
て
、
町
で
は
地
域
住

民
が
ド
ラ
イ
バ
ー
を
務
め
る
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
（
近
助
タ
ク
シ
ー
）
の
運
行
を
進

め
て
お
り
、
既
に
一
部
地
域
の
運
行
で
は

利
用
さ
れ
る
方
々
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
が
町
内
全
体
に

広
が
る
よ
う
に
、
交
通
事
業
者
の
皆
さ
ま

を
始
め
と
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
と
意
見

交
換
を
重
ね
な
が
ら
協
議
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
近
年
で
は
高
齢
者
の
方
々

が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
最
後
ま
で
送
れ
る
よ
う
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一
環
と
し
て
在
宅
訪
問

診
療
所
を
整
備
し
、
福
井
大
学
医
学
部
の

指
定
管
理
に
よ
り
患
者
様
の
病
状
や
入
院

等
の
状
況
も
踏
ま
え
た
、
き
め
細
か
な
医

療
の
提
供
等
の
支
援
体
制
を
始
め
て
お
り

ま
す
。
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
社
会

全
体
の
高
齢
化
は
、
医
療
・
介
護
現
場
へ

の
影
響
も
大
き
く
、
行
政
も
可
能
な
限
り

支
援
し
続
け
て
い
け
た
ら
と
の
思
い
で
お

り
ま
す
。

国
、
地
方
を
含
め
た
社
会
情
勢
の
変
化

は
想
像
を
超
え
る
速
さ
で
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
先
人
が
築
い
て
こ
ら
れ
た

豊
か
な
自
然
と
伝
統
文
化
が
同
居
す
る
こ

の
町
を
大
切
に
守
り
、
時
代
や
地
勢
に

合
っ
た
施
策
を
進
め
て
い
く
に
は
、
従
来

の
や
り
方
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
新
た
な

発
想
と
住
民
の
未
来
の
た
め
に
失
敗
を
恐

れ
な
い
果
敢
な
判
断
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
す
べ
て
の
人
が
笑
顔
に
な
る
よ
う
、

そ
し
て
人
が
集
い
、
お
互
い
を
支
え
合
う

よ
う
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
今
後
も
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
に
寄
せ
る
想
い

　
　

－
今
後
の
展
望
を
踏
ま
え
て

－河か
わ

合い

　
永ひ

さ

充み
つ

福
井
県
永え

い

平へ
い

寺じ

町
長

第3291号11　2024年（令和 6年） 8月26日

随　想

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

p11 3291 随想_福井県永平寺町.indd   11p11 3291 随想_福井県永平寺町.indd   11 2024/08/26   9:10:102024/08/26   9:10:10



（第三種郵便物認可） 2024年（令和 6年） 8月26日　12第3291号 町 村 週 報

p12 3291 広告_クイックワン2024.indd   12p12 3291 広告_クイックワン2024.indd   12 2024/08/20   13:15:142024/08/20   13:15:14




